
　【日常臨床における咬合平面を考慮した治療セミナー】 
　　　　（上顎臼歯部挺出への対応）２０２２年版 

日常臨床において不正咬合を改善しないままでインプラント治療や補綴治療されている
ケースが多い。そのため、下の写真のような治療結果を招いている症例によく遭遇する。


今回の実習の目的：上のような治療結果にならいようにするために、不正咬合の原因の一
つとして、上顎臼歯部が挺出しているケースにどのように咬合平面を修正していくか。今
回は上顎臼歯部の挺出の改善方法を実習を通して学んでいきます。

長期的に歯を長持ちさせるには、上下の歯の力のバランスがとても大事である。

単純に力のバランスをよくするには咬む瞬間に上下の歯のスペースが均等に開いていない
と均等に咬合接触させることは難しいです。

少しでも辺縁隆線がずれていたりするとそこが早期接触したり、力のバランスが悪くな
り、壊れる原因となります。日常臨床において力のコントロールをするためには、咬合平
面がとても大切だと感じております。

何を中心に咬合平面を判断するか、例えば１歯欠損だとしてもそこの部位だけでも咬合平
面を整える方法を学ぶ。そのためにどこを見て、どのように診断していくかがとても大切
である。診査、診断が最も大切になります。

咬合平面を整えるのにいつも迷うのが上顎を修正するのか下顎を修正するか？だと思いま
す。基本的に咬合平面を整えるには全顎（フルマウス）治療をした方がいいが、現実的に
はそのような患者は少なく、片側だけもしくは１歯だけの治療を希望される患者さんがほ
とんどです。そのために局所においてもできるだけ力のバランスをよくして、将来、壊れ
づらい口腔内を作っていく。そのために咬合平面を常に意識して補綴を作っていく目を
養ってもらうのが一番の目的です。


＊実習内容とスケジュール


上顎臼歯部の挺出の改善方法


①部分矯正（圧下）、②歯周外科　③プロビジョナルレストレーションを学んでいく。




第１回目　２０２２年６月５日（日曜日）　 
午前　骨格、歯列、咬合平面の診査、診断（咬合干渉について） 
午後　講義、TAD実習（ミニインプラント） 
　　　講義　SRP実習 歯石除去　（宿題　SRP） 

第２回目　２０２２年７月３日（日曜日） 
午前：講義　左上６番の支台歯形成実習 
午後：講義　左上６番のプロビジョナルレストレーション 



第３回目　２０２２年８月７日（日曜日） 
午前：講義　左下６番にインプラント埋入　左下５７番の再生療法 
午後：講義　左下６番のプロビジョナルレストレーション 
　　　上下６番のプロビジョナルレストレーションの仕上げ、調整 
 






＊歯のポジションが少しでもズレていると上下の歯を理想的に噛ませていく事が
とても難しくなる。

そのため、技工士は補綴物を咬合させるためにいろんな事を考えて製作している。

本来であれば、矯正治療にて、歯のポジションを１級関係にして補綴治療をしてい
きたいが、現実的にそれを望む患者さんは少ない。

今回は技工士がポジションの悪い歯の補綴物の製作にとても苦慮していることを
ドクターが学べる良い機会になります。




日時：２０２２年６月５日（日）、７月３日（日）、８月７日（日）


場所：札幌デンタルラボラトリー


協賛：ジンマーバイオマットデンタル、つかだ歯科医院、北海道歯科産業


時間：9時30分～16時00分


定員：１０名


受講料：３回コース　３５万円（テキスト代、実習模型代、材料費込み）

　　　　


＊症例相談は毎回、行いますので、相談してください。


【問い合わせ先】


TEL＆FAX：０１１－７２６－１４８８


E-mail：　azabu-dc@galaxy.ocn.ne.jp


お申込み方法　


　下記申込書に記入して頂き「麻生デンタルクリニック」の

FaxもしくはE-mailにお送りいただき、入金を
もって正式受付の完了とさせていただきま
す。


振込口座：　北洋銀行／琴似中央支店　普通4829823

　　　　　　　　名義：神島　奈穂子（カミシマ　ナオコ）


※恐れ入りますが、振込手数料はご負担下さい。払込受領書を
もって領収書に代えさせていただきます。入金後、返金不可です。


お申込み〆切：２０２２年５月１５日(日)


　　　実習模型が注文してから届くまで約１ヶ月半、かかります。


mailto:azabu-dc@galaxy.ocn.ne.jp


【申込用紙】


＊矯正コースを希望される先生は、希望者が募れば、別途、矯正実習コースを行う予定で

す。希望者は神島先生にその旨を伝えてください。 


フリガナ

名　　前 歯科医院名
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